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1．学修ポートフォリオシステムについて 

1.1 学修ポートフォリオとは？ 

学修ポートフォリオは、学生が学修過程や成果を記録し、自己評価するためのツールです。 

学修ポートフォリオとは文部科学省によると、以下のように定義されています。 

 

学生が、学修過程ならびに各種の学修成果（例えば、学修目標・学修計画表とチェック

シート、課題達成のために収集した資料や遂行状況、レポート、成績単位取得表など）

を長期にわたって収集し、記録したもの。それらを必要に応じて系統的に選択し、学修

過程を含めて到達度を評価し、次に取り組むべき課題をみつけてステップアップを図る

という、学生自身の自己省察を可能とすることにより、自律的な学修をより深化させる

ことを目的とする。従来の到達度評価では測定できない個人能力の質的評価を行うこと

が意図されているとともに、教員や大学が、組織としての教育の成果を評価する場合に

も利用される。 

文部科学省Web ページ「用語集」より抜粋 

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/10/04/1325048_3.pdf、2022/11/9 参照 

 

本学では、上記目的を達成するため、2023 年より学修ポートフォリオシステムを稼働さ

せました。より具体的には以下のような活用が可能です。 

・学修の記録 

学修成果を記録することで、学修の軌跡を振り返ることができます。また、各学期の

成績は自動的に記録され、同級生との比較もできます。 

・自己評価 

学修成果を振り返り、自己評価をすることで、自分自身の強みや弱みを理解すること

ができます。 

・授業履修の進度管理 

カリキュラムを達成するための進度を管理することができます。 

・就職活動の支援 

学修ポートフォリオには学修成果や実績などが記録されているため、就職活動時の

エントリーシート作成や自身の見つめ直しに活用することができます。ディプロマ・

サプリメントは学習成果のエッセンスを表現したものです。 

 

 

※以下、大学院生については、「大学」⇒「大学院」、「学科」⇒「専攻」、「卒業」⇒「修

了」と読み替えて参照してください。 

https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/10/04/1325048_3.pdf
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1.2 学修ポートフォリオシステムの概要 

学修ポートフォリオシステムは、ポータルサイトからアクセスできる「WebClass」内の

「学修ポートフォリオ」で利用できます。学修ポートフォリオでは、各科目の成績やGPA、

学修目標などが総合的に可視化され、自身の学修状況を客観的に確認できます。学修ポート

フォリオの最終成果物として卒業時にディプロマ・サプリメント（学位証書補足資料）を発

行します。 

ディプロマ・サプリメントとは？ 

学位修得に向けて、学修した履修科目、その内容及び成績について対外的かつ明示的に

示すことを目的とした様式です。就職活動での自身の分析にも活用できます。 

 

本学の学修ポートフォリオシステムは学生、教職員、保護者（※2023 年 9月頃より公開

を予定、大学院生は公開対象外）が使用することができます。各々以下のような用途で活用

できます。 
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学生

教員

教務部、IR

保護者

学期開始
（ガイダンス時等）

就職活動・卒業時学期中 学期終了

・目標設定確認

・資格・免許取
得希望者把握

目標設定

ディプロマサ
プリメントに
よる学修成果
の確認

学修データの
分析

履修指導の
ツールとして
活用

―

―

※2023年9月頃～

履修状況・
成績・出席
の確認

履修状況・
成績・出席
の確認

当該学期の
成績の確認

※2023年9月頃～

・当該学期の成
績の確認

・保護者懇談会
での活用

・当該学期の成
績の確認

・保護者懇談会
での活用

ディプロマサ
プリメントに
よる学修成果
の確認

※2023年9月頃～

ディプロマサ
プリメントに
よる学修成果
の確認

資格・免許取
得希望者把握

資格・免許取
得者のデータ
収集

学修ポートフォリオの利用イメージ
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1.3 学修ポートフォリオの利用の流れ 

学修ポートフォリオシステムはあなたの殆どの学修成果を自動的に収集し、卒業（修了）

時に発行されるディプロマ・サプリメントに集約されますが、以下の情報についてはあなた

自身が学修成果として記録する必要があります。 

・「学修目標」画面のうち、「修得を目指す資格・免許」の設定と学期毎の見直し 

・「その他活動」画面のうち、「特記事項」、「卒業研究・作品・論文」、「学外実習歴」の随時

記録 

1 年を通した利用の流れは以下のようになります。 

時期 タイミング 
あなたが学修ポートフォリオでア

クションすること 
マニュアル参照箇所 

1 年生 

4 月 

新入生ガイ

ダンス～初

回履修登録

時 

「学修目標」画面「修得を目指す資

格・免許」を設定する 

⇒「2.3 学修目標を設定

する」を参照 

2～4年生 

4 月 

春学期履修

登録時 

「学修目標」画面「修得を目指す資

格・免許」を確認し、必要があれば

修正する 

⇒「2.3 学修目標を設定

する」を参照 

4 月～ 

8 月 

春学期授業

期間中 

・「履修状況・成績」画面で履修状況、

成績を確認する 

・学外実習があれば、「その他活動」

画面「学外実習歴」で実習先を記録

する。 

・課外活動で特記すべき事項があれ

ば「その他活動」画面「特記事項」

に記録する。 

⇒「2.4 履修状況・成績

を確認する」を参照 

⇒「2.5 課外活動や卒業

論文、学外実習先等を

記録する」を参照 

9 月 春学期成績

開示 

「履修状況・成績」画面を確認し、

単位の修得状況と成績を確認する 

⇒「2.4 履修状況・成績

を確認する」を参照 

 

9 月 秋学期履修

登録時 

「学修目標」画面「修得を目指す資

格・免許」を確認し、必要があれば

修正する 

⇒「2.3 学修目標を設定

する」を参照 

9 月～ 

2 月 

秋学期授業

期間中 

・「履修状況・成績」画面を確認し、

単位の修得状況と成績を確認する 

・学外実習があれば、「その他活動」

画面「学外実習歴」で実習先を登録

⇒「2.4 履修状況・成績

を確認する」を参照 

⇒「2.5 課外活動や卒業

論文、学外実習先等を
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する。 

・卒業研究や論文のテーマ（タイト

ル）が確定次第、「その他活動」画面

「卒業研究・作品・論文」で登録す

る 

・課外活動で特記すべき事項があれ

ば「その他活動」画面「特記事項」

に記録する。 

記録する」を参照 

 

3 月 秋学期成績

開示 

「履修状況・成績」画面を確認し、

単位の修得状況と成績を確認する 

⇒「2.4 履修状況・成績

を確認する」を参照 

 

随時 就職活動 「学修成果」画面「ディプロマ・サ

プリメントプレビュー」を参照し、

エントリーシートや自己 PR 作成の

基礎材料とする 

⇒「2.2 学修成果を確認

する」を参照 

 

最終学年 

3 月 

卒業時 大学が証明した正式なディプロマ・

サプリメントが発行され、在学中の

学修成果を確認する 

⇒「2.2 学修成果を確認

する」を参照 

 

 

 

2．学修ポートフォリオシステムの操作方法 

2.1 学修ポートフォリオシステムへのアクセス方法 

①ポータルサイトにアクセスする 

Web ブラウザ（Chrome、Safari 等）で大学ポータルサイト（以下 2 次元バーコードも

しくは https://gsweb.kawasaki-m.ac.jp/default.asp?cdga=2）にアクセスします。 

 

https://gsweb.kawasaki-m.ac.jp/default.asp?cdga=2
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②メニューから「WebClass」を起動します。 

ポータルサイトのメニューの「WebClass」をクリックし、WebClass を起動します。ポ

ータルサイトを介せず直接 WebClass にアクセスする場合は https://pfweb.kawasaki-

m.ac.jp/webclass/からログインも可能です。 

 

【ポータルサイトからのアクセス】       【直接WebClassへアクセスする場合】 

 

 

③「WebClass」の左サイドのメニューから「学修ポートフォリオ」をクリックすると学修

ポートフォリオシステムにアクセス出来ます。 

 

 

2.2 学修成果を確認する 

①学修ポートフォリオの起動時に初期表示される画面で学修成果が確認できます。他のメ

ニューを参照していた場合は、学修ポートフォリオのメニュータブから「学修成果」を

クリックしてください。 

 
 

https://pfweb.kawasaki-m.ac.jp/webclass/
https://pfweb.kawasaki-m.ac.jp/webclass/
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②「学修成果」画面は、以下のように学修ポートフォリオの内容を要約した情報が表示され

ています。 

 

 

（A) 

（E) 

（A）ディプロマ・サプリメントプレビュー 

ディプロマ・サプリメントのプレビュー版を参照できます。現時点のディ

プロマ・サプリメントを参照することができます。自身の学修の見つめ直

しや就職活動、進路選択の材料として、活用することが可能です。正式な

ディプロマ・サプリメントは卒業・修了時に交付されます。 

（B）単位修得状況・通算GPA 

あなたの現時点での通算の単位修得状況とGPAを確認できます。

「＞詳細を確認する」をクリックすると「履修状況・成績」画面に

移動し、内訳を確認できます。 

（C）同学科同学年内GPAと単位修得状況の分布図 

横軸が修得単位数、縦軸を通算GPAとしたあなたが所属する

学科学年全員の分布図です。赤色があなた自身、青色が同級

生、〇が学科平均です。自身の学修状況を同級生と比較してみ

ましょう。 

（D）ディプロマ・ポリシー別GPA 

学科のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）別のGPA

をレーダーチャートで表示しています。ディプロマ・ポリ

シーとは、大学における学修成果の目標となるものです。

同学科同学年の平均値が青色、自身が赤色で表示されてい

ますので比較してみましょう。自身の弱い部分や強い部分

がわかりますので、就職活動のエントリーシート等での自

己分析にも活用してみましょう。「＞詳細を確認する」をク

リックすると「履修状況・成績」画面に移動し、内訳を確

認できます。 

（E）修得を目指す学位・資格試験・教職免許 

大学卒業時（修了時）に授与される学位が１行目に表示されています。２行目

以降は「学修目標」画面で設定した修得を目指す資格が表示されます。「＞詳

細を確認する」をクリックすると「学修目標」画面に移動し、目標設定ができ

ます。 

（B) 

（C) 

（D) 
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2.3 学修目標を設定する 

①学修ポートフォリオのメニュータブから「学修目標」をクリックしてください。 

 

 

②学修目標の確認や、修得を目指す資格・免許を設定できる画面です。 

 

 

（F）卒業（修了）時取得学位 

各学科で所定の単位を満たし、所定の年限を在学の上、卒業（修了）

した場合に授与される学位です。卒業（修了）要件に該当する科目を

修得している場合は、総修得単位数が表示されます。 

（G）大学ディプロマ・ポリシー（学位授与

の方針）、学科ディプロマ・ポリシー（学位授

与の方針） 

ディプロマ・ポリシーとは、大学における学

修成果の目標となるものです。大学全体もの

と学科の２種類のディプロマ・ポリシーが存

在します。 

（H）修得を目指す資格・免許 

自身が所属する学科で修得を目指すことができる資格・受

験資格・免許（以下資格等）が一覧で表示されます。ここ

で表示されている資格等は大学での科目の修得が必要なも

ののみ表示され、科目の修得が不要な資格は表示されませ

ん。目標の入力については③を参照してください。入力で

きる資格は、P.15 の【入力可能な資格・免許一覧】を参照

してください。 

（F) 

（G) 

（H) 
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③資格や免許等の修得をポートフォリオに目標として登録する場合は、画面最下部「修得を

目指す資格・免許」の「編集」ボタンを押し、目標を設定します。ここで入力すると、資

格等の修得に必要な科目が「履修状況・成績」画面の下部に一覧表示され、自身の学修成

果の確認や、以降の履修登録の参考にすることができます。取得を目指す資格が変更にな

る場合は、自身の任意のタイミングで「修得を目指す資格・免許」を修正してください。 

 

例）看護師国家試験受験資格に加え、保健師国家試験受験資格を目標として追加する場合 

 

       

        

 

上記設定を行うと、「履修状況・成績」画面（詳細「2.4 履修状況・成績を確認する」）

の下部にある「修得が必要な科目」に保健師国家試験受験資格に必要な科目も表示さ

れ、履修登録の参考とすることが出来ます。 

 

2.4 履修状況・成績を確認する 

①学修ポートフォリオのメニュータブから「履修状況・成績」をクリックしてください。 

 

 

③-1「編集」をクリック 

③-2修得を

目指す資格

のチェック

ボックスを

クリック 

③-3「保存」をクリッ

ク 
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②「履修状況・成績」では単位修得状況、GPA、各科目の成績・履修状況、これから修得が

必要な科目を確認することができます。この「履修状況・成績」画面は、学科教員と保護者

もオンラインで確認することができます。保護者向けオンライン開示は 2023 年度春学期成

績開示（2023 年 9月頃）より開始予定です。 

自身の学修の進捗を他者の成績と比較することにより、客観視出来る情報が集約された

画面になっています。日頃からこまめに確認するとともに、成績が開示されるタイミングに

は必ずこの画面で自身の学修成果を確認するようにしましょう。 

 

【前半部分】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（I）卒業必要単位数・修得単位数 

各学科・専攻で卒業（修了）までに必要な

単位数を分野別に確認できます。 

（I) 

（J）同学科同学年内GPAと単

位修得状況の分布図 

横軸が修得単位数、縦軸を通算

GPAとしたあなたが所属する学

科学年全員の分布図です。赤色

があなた自身、青色が同級生、

〇が学科平均です。自身の学修

状況を同級生と比較してみまし

ょう。 

（J) 

（K）成績(GPA)推移と参考）同学科・同学年の平均 

あなた自身の成績（GPA）の推移を年度別、学期別、通算で確認ができます。GPA

は、学内表彰の基準や、特定のコースでの選抜の指標、各種奨学金・修学支援制度の指

標として用いられる重要な指標です。右側の同学科・同学年の平均と比較して自身の学

修状況を認識するようにしましょう。 

（K) 
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【後半部分】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～（中略）～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

 

 

 

 

 

（L) 
（L）学科ディプロマ・ポリシー（学位

授与の方針）とGPA 

各学科の専門科目については全ての科目

が学科のどのディプロマ・ポリシーの獲

得に関係しているか対応付けがされてい

ます。その科目をディプロマポリシー別

に計算し表示しています。学科平均GPA

と比較して自身の強みや弱みを分析する

ことも可能です。 

（M) 

（N) 

（M）フィルタ「学修成果」、「DP」、「修得年度」 

フィルタで各種条件をコンボボックスで選択することにより（N）履修中・履修済み科目と、（O）修得が必要な科目

の表示をフィルタリングすることが出来ます。フィルタ「学修成果」では、学位取得に関係する科目や、各種資格に

必要な科目をフィルタリング出来ます。フィルタ「DP」は（L）で示された学科のディプロマ・ポリシーで科目をフ

ィルタリング出来ます。フィルタ「修得年度」は、「履修中・履修済み科目」を修得年度で絞り込み出来ます。 

（O）修得が必要な科目 

「学修目標」画面で設定した取得を目指す資格・免許や、卒

業（修了）の為に履修する必要がある科目が表示されます。

選択科目も表示されるため既に卒業（修了）要件を満たして

いる場合も該当する科目が表示されますので、学生便覧・大

学院要覧を見ながら履修計画を立てましょう。 

（O) 

（N）履修中・履修済み科目 

既に履修し、成績がついた科目と、履修中の

科目が表されます。科目と関連する学修成果

や関連する学科のディプロマ・ポリシーを確

認することができます。 
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2.5 課外活動や卒業論文、学外実習先等を記録する 

「その他活動」は正課のカリキュラム以外での学修や活動、卒業論文や学外実習などを記

録する機能です。クラブ活動、表彰歴は自動的に反映されますが、特記事項、卒業研究・論

文・作品、学外実習歴などは自身で入力する必要があります。学外実習歴や卒業研究・論文・

作品は、就職活動での自己アピールにも活用できます。 

ここで入力した内容は卒業（修了）時にお渡しするディプロマ・サプリメントに印字され

ます。在学中は、「学修成果」画面の「ディプロマ・サプリメントプレビュー」でその時点

でのディプロマ・サプリメントを確認することができますので、自身の学修成果を確認しな

がら学修に励んでください。 

 

①学修ポートフォリオのメニュータブから「その他活動」をクリックしてください。 

 

 

②入力や、記録を修正する場合は「編集」ボタンをクリックします。 

 

③編集可能な状態になりますので、記録したい項目のテキストボックスに入力します。 

【特記事項】 

 

 

「編集」をクリック 

テキストボックスに入力します。 
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【卒業研究・作品・論文】 

 

【学外実習歴】 

 
 

④入力が終わったら画面最上部と最下部にあるどちらかの「保存」ボタンを押して保存して

下さい。「保存」を押し忘れると、入力した情報が記録されません。 

  

 

⑤ディプロマ・サプリメントプレビューに反映されます。（「学修成果」画面の「ディプロマ・

サプリメントプレビュー」から起動） 

 

テキストボックスに入力します。 

画面最上部 画面最下部 

どちらかの「保存」

をクリック 

どちらかの「保存」

をクリック 

テキストボックスに入力します。 
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３．Q&A集 

Q1.学修ポートフォリオシステムとは何ですか？ 

A1.学修ポートフォリオシステムとは、学生の学修過程や学修成果を記録・蓄積するための

Webシステムです。詳細は P.2 を参照してください。 

Q2.学修ポートフォリオシステムを使うメリットは何です

か？ 

A2.学修ポートフォリオシステムを使うことで、自分自身の学修成果を振り返ることにより、

学修における課題や改善点を把握することができます。学期毎の成績も学修ポートフォリ

オで確認するようになります。また、就職活動で必要となる自己アピールの基礎材料として

用いることも可能です。その際には、「学修成果」ページから参照出来るディプロマ・サプ

リメントプレビューを活用してみましょう。 

Q3.学修ポートフォリオシステムはどのようなデバイスで

利用できますか？ 

A3.学修ポートフォリオシステムは、ブラウザ（Safari、Chrome、Edge、FireFox）ベース

で動作するシステムですので、これらのブラウザが動作するパソコン（Windows、MacOS）

やタブレット（iPadOS、Android、Windows）、スマートフォン（iphone、Android）等のデ

バイスで利用できます。 

Q4.学修ポートフォリオシステムに登録するデータは、他

の人に見られる可能性がありますか？ 

A4.同級生はあなたの学修ポートフォリオシステムを参照することは出来ません。教員は学

生全員の学修ポートフォリオを参照することが出来ますので、あなたに対する履修指導や

就職指導等で利用されます。また、2023 年春学期成績開示から、学部生については保護者

向けに「履修状況・成績」ページが開示されます。 
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Q5.「学修目標」ページの「修得を目指す資格・免許」に目

指す資格が表示されません。 

A5.「修得を目指す資格・免許」に表示されるのは大学での科目の修得が必要なもののみ表

示（以下図参照）され、科目の修得が不要な資格は表示されません。よって学科によっては、

「修得を目指す資格・免許」に何も表示されない場合もあります。健康体育学科で修得可能

な健康運動指導士および健康運動実践指導者は受験年度により履修科目が異なるため、本

システムでは取り扱いできませんので表示されません。 

【入力可能な資格・免許一覧】 

 

学科・専攻 修得を目指す資格・免許 卒業要件 備考

社会福祉士国家試験受験資格 ☑

精神保健福祉士国家試験受験資格

高等学校教諭一種免許状（福祉）

特別支援学校教諭一種免許状（聴・知）

第一種衛生管理者免許

スクールソーシャルワーカー申請資格

公認心理師国家試験受験資格（学部）

精神保健福祉士国家試験受験資格

保育士資格

幼稚園教諭一種免許状

精神保健福祉士国家試験受験資格

第一種衛生管理者免許 2020年度以前入学生まで

看護師国家試験受験資格 ☑

保健師国家試験受験資格

理学療法学科 理学療法士国家試験受験資格 ☑

作業療法学科 作業療法士国家試験受験資格 ☑

言語聴覚療法学科 言語聴覚士国家試験受験資格 ☑

視能療法学科 視能訓練士国家試験受験資格 ☑

臨床検査学科 臨床検査技師国家試験受験資格 ☑

診療放射線技術学科 診療放射線技師国家試験受験資格 ☑

臨床工学科 臨床工学技士国家試験受験資格 ☑

栄養士免許 ☑

管理栄養士国家試験受験資格 ☑

栄養教諭一種免許状

食品衛生管理者及び食品衛生監視員任用資格

救急救命士国家試験受験資格 2022年度入学生より

中学校教諭一種免許状（保健体育）

高等学校教諭一種免許状（保健体育）

高等学校教諭一種免許状（保健）

養護教諭一種免許状

特別支援学校教諭一種免許状（肢・病）

第一種衛生管理者免許

医療情報学科 診療情報管理士認定試験受験資格

医療秘書学科 診療情報管理士認定試験受験資格

高等学校教諭専修免許状（福祉）

特別支援学校教諭専修免許状（聴・知）

認定遺伝カウンセラー認定試験受験資格

臨床心理士資格試験受験資格

公認心理師国家試験受験資格（大学院）

助産師国家試験受験資格

受胎調節実地指導員資格

がん看護専門看護師資格

クリティカル看護専門看護師資格 2023年度入学生より

臨床栄養学専攻 栄養教諭専修免許状

中学校教諭専修免許状（保健体育）

高等学校教諭専修免許状（保健体育）

養護教諭専修免許状

医療福祉学専攻

臨床心理学専攻

保健看護学専攻

健康体育学専攻

医療福祉学科

臨床心理学科

保健看護学科

臨床栄養学科

健康体育学科

子ども医療福祉学科


